
自民党 52人
民進党 19人
公明党 8人
共産党 5人
市民ネット・社民・無所属 4人
千翔会 2人
千葉県民の声 1人
いんば無所属の会 1人
無所属 1人
 定数95人 現員93人
   （平成２9年7月12日現在）

ちば県議会だより  平成29年［2017年］8月5日（土曜日）

次回「ちば県議会だより」の発行日は平成29年11月5日の予定です。

千葉県議会　　　検索発行 編集 電話 043（223）2523 FAX 043（222）4073

▼
知
事
の
政
治
姿
勢

▼
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

▼
成
田
空
港
の
更
な
る
機
能
強
化

▼
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

▼
医
師
・
看
護
職
員
の
確
保

▼
農
林
水
産
業
の
振
興

自 民 党

石
いし

毛
げ

　之
くに

行
ゆき

 議員
（銚子市）

▼
知
事
の
政
治
姿
勢
／
新
総
合
計
画

の
策
定
、次
期「
財
政
健
全
化
計
画
」

▼
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
通
行
料
八
百
円
恒

久
化
及
び
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充

▼
地
域
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
の
た
め
の

知
的
財
産
の
活
用
戦
略

▼
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進

▼
ち
ば
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン

民 進 党

髙
たか

橋
はし

　浩
ひろし

 議員
（木更津市）

▼
知
事
の
政
治
姿
勢

▼
水
害
・
高
潮
対
策

▼
障
害
者
雇
用

▼
肝
炎
対
策

▼
犯
罪
被
害
者
支
援
条
例

▼
性
犯
罪
・
性
暴
力
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

支
援
セ
ン
タ
ー

公 明 党

藤
ふじ

井
い

　弘
ひろ

之
ゆき

 議員
（松戸市）

▼
知
事
の
政
治
姿
勢
／
３
期
目
の
県

政
運
営
、憲
法
改
定
の
動
き
に
つ
い

て
の
認
識

▼
不
要
不
急
の
大
型
開
発
の
転
換
を

▼
成
田
空
港
の「
更
な
る
機
能
強
化
」

▼
国
民
健
康
保
険
の
広
域
化

▼
少
人
数
学
級
と
教
員
未
配
置

共 産 党

丸
まる

山
やま

　慎
しん

一
いち

 議員
（船橋市） ※ 

質
問
項
目
は
、主
な
項
目
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
の
項
目
は
、千
葉
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

第71代議長

小
お

高
だか

　伸
のぶ

太
もと

 議員
（勝浦市・夷隅郡　6期）

第69代副議長

鈴
すず

木
き

　昌
まさ

俊
とし

 議員
（市原市　4期）

　7月12日（水）の本会議最終日、第71代議長に小高
伸太議員、第69代副議長に鈴木昌俊議員が選出されま
した。就任にあたり、小高議長は「真の豊かさを実感で
きる県民生活を実現するため、議会機能の一層の充実
強化を図り、620万県民の負託と信頼に応えるため、誠
心誠意その職務に当たりたい。」と抱負を述べました。
　また、鈴木副議長は「議長を支え、公正かつ円滑な
議会運営のため全力を尽くしたい。」とあいさつしま
した。

6月21日（水）6月22日（木）

　
六
月
定
例
県
議
会
は
、六
月
十
五
日
に
招

集
さ
れ
、七
月
十
二
日
ま
で
の
二
十
八
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
日
に
は
、議
長
の
諸
般
の
報
告
に
続

き
、平
成
二
十
九
年
度
補
正
予
算
案
や
条
例

の
一
部
改
正
案
な
ど
議
案
二
十
件
、審
査
請

求
に
関
す
る
諮
問
二
件
、報
告
十
六
件
が
上

程
さ
れ
、知
事
か
ら
提
案
理
由
説
明
と
県
政

の
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　
六
月
二
十
一
日
か
ら
六
日
間
に
わ
た
り

行
わ
れ
た
代
表
質
問
及
び
一
般
質
問
は
、

二
十
四
名
の
議
員
が
登
壇
し
、財
政
問
題
を

は
じ
め
、防
災
・
災
害
対
策
、道
路
問
題
、教

育
問
題
等
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

　
六
月
二
十
八
日
の
一
般
質
問
終
了
後
、諮

問
二
件
を
先
議
と
し
、総
務
防
災
常
任
委
員

会
で
審
査
し
た
後
、本
会
議
に
お
い
て
、審

査
請
求
に
つ
い
て
棄
却
す
べ
き
で
あ
る
旨

答
申
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
六
月
三
十
日
、七
月
三
日
に
は
、予
算
委

員
会
が
、七
月
四
日
か
ら
四
日
間
に
わ
た
り

各
常
任
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、付
託
さ
れ
た

議
案
・
請
願
に
つ
い
て
具
体
的
・
専
門
的

な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、各
常
任
委
員
会
委
員
長
及

び
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
の
審
査
結
果
報

告
、討
論
が
行
わ
れ
、採
決
の
結
果
、議
案
に
つ

い
て
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、追
加
上
程
さ
れ
た
人
事
案
件
三

件
が
同
意
さ
れ
、続
い
て
、議
員
発
議
案（
意

見
書
）十
七
件
の
う
ち
七
件
を
可
決
し
、今

定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
す
べ
て
の
案
件
の

審
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、各
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委

員
会
に
お
い
て
、任
期
満
了
に
伴
う
委
員
の

選
任
及
び
正
副
委
員
長
の
互
選
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
最
後
に
宇
野
裕
議
長
、木
名
瀬
捷
司
副
議

長
の
辞
職
に
よ
り
、正
副
議
長
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

六
月
定
例
県
議
会
の

あ
ら
ま
し

　6月15日（木）の本会議散会
後、中学校社会科の「民主政治
と政治参加」の体験学習とし
て、県内の公立・私立中学校
の生徒による、ちば中学生県
議会が開催されました。
　森田知事から県政の概要説
明があり、その後、10名の中
学生議員が登壇し、県の施策
等について質問。関係課長等が答弁を行いました。
　最後に、「『災害に対してしっかりと対策をし、被害を出さないち
ばづくり』に関する決議」を全員一致で可決し、ちば中学生県議会は
終了しました。

　私たちの住む千葉県はとても自然豊かであること
が大きな魅力ですが、その反面、台風や土砂災害、川
の氾濫、地震や津波、湾岸地区の液状化現象など、身
近なところに災害があります。
　平成23年3月11日に発生した東日本大震災では、
千葉県も被災地の一つとなってしまい、津波により
多数の尊い命が失われ、また、現在も行方不明となっ
ている方がいるほか、建物が壊れたり、液状化現象に
より生活に支障が生じるなど大きな被害がありまし
た。
　残念なことに、このような自然災害をなくすこと
はできません。しかし、県民それぞれがあらかじめ
防災対策を行えば、被害を最小限に食い止めること
は可能だと考えます。
　今後発生するかもしれない首都直下地震や南海ト
ラフ地震などを想定し、どのような対策を取れば被
害を最小限に抑えられるのかを、国や県、市町村など
の行政だけに任せるのではなく、私たち中学生をは
じめとした県民一人ひとりがしっかりと再確認し考
える必要があります。
　そのためには、まず、災害についての正しい知識を
身につけることです。現在学校等で行われている避
難訓練はもちろん、消防士・公務員・実際に被害に
遭われた方など、より災害に詳しい方々からお話を

伺い、災害の恐ろしさや、実際の災害で起こり得る被
害とその対策について、あらかじめ考えておくこと
が大切だと考えます。
　また、災害はどんな場面で起こるかわからないの
で、学校や家庭において避難経路や方法、緊急連絡手
段を確認するとともに、被災後の生活など、災害時に
想定される不安や課題を共有し、対応を話し合い、防
災意識を高めることも大事です。
　こうしたことから、行政や地域の方々に災害に対
する正しい知識の周知啓発を行っていただき、また、
災害時には、私たち中学生をはじめとする県民一人
ひとりが、それぞれの役割を認識して行動できるよ
うにすることによって、災害が発生した場合に大き
な被害を未然に防ぎ、より一層安心して暮らすこと
ができる「災害に対してしっかりと対策をし、被害を
出さないちばづく
り」を実現すべく
努力していくこと
を、ちば中学生県
議会として、強く
希望します。
以上、決議する。

平成29年6月15日　　ちば中学生県議会

「災害に対してしっかりと対策をし、
被害を出さないちばづくり」に関する決議

熱心にメモをとる中学生議員

代
表

問
質

ちば中学生県議会を開催

95校、189名が参加

議長、副議長紹介
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ら
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
本
来

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
限
定
さ
れ
た
も
の

と
考
え
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
業
務
に

つ
い
て
は
、
立
候
補
フ
ァ
イ
ル
及
び
大

会
開
催
基
本
計
画
を
基
本
と
し
、
組
織

委
員
会
が
実
施
し
、
費
用
を
負
担
す
る

も
の
と
考
え
る
。

　

東
京
都
は
、
今
後
、
負
担
者
を
含
め
、

業
務
内
容
及
び
経
費
に
つ
い
て
、
整

理
・
精
査
を
行
っ
て
い
く
と
し
て
い
る

が
、
県
と
し
て
は
、
こ
の
考
え
方
を
、
引

き
続
き
、
堅
持
し
て
い
く
。

成

田

空

港

問　

機
能
強
化
の
検
討
に
つ
い
て
、
今

後
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答　

住
宅
等
の
建
築
が
規
制
さ
れ
る
、

特
定
空
港
周
辺
航
空
機
騒
音
対
策
特

別
措
置
法
の
区
域
の
設
定
に
あ
た
り
、

地
域
住
民
の
暮
ら
し
の
つ
な
が
り
や
一

体
性
が
、
可
能
な
限
り
維
持
さ
れ
る
よ

う
、
集
落
の
単
位
を
こ
れ
ま
で
よ
り
大

き
な
単
位
で
捉
え
、
地
元
市
町
の
意
向

も
考
慮
し
な
が
ら
、
区
域
設
定
案
を
作

成
し
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
航
空
機
落
下
物
対
策
と
し

て
成
田
空
港
周
辺
地
域
独
自
の
補
助

制
度
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
空
港
周

辺
の
地
域
振
興
策
の
方
向
性
・
内
容

を
掲
げ
た
「
基
本
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
、

周
辺
市
町
や
空
港
会
社
な
ど
と
具
体

的
な
協
議
を
開
始
す
る
。

保

育

士

問　

保
育
士
の
確
保
・
定
着
の
た
め
、

本
県
と
し
て
も
、
さ
ら
な
る
緊
急
的

な
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

県
で
は
、
ち
ば
保
育
士
・
保
育

財

政

問　

平
成
二
十
九
年
度
六
月
補
正
予
算

は
、
ど
の
よ
う
な
基
本
方
針
の
も
と
で
、

何
に
重
点
を
お
い
て
編
成
し
た
の
か
。

答　

骨
格
予
算
と
し
て
編
成
し
た
当

初
予
算
に
続
く
「
肉
付
け
予
算
」
と
し

て
、
政
策
的
な
経
費
や
新
規
事
業
、
投

資
的
経
費
の
う
ち
新
規
着
手
分
な
ど

を
計
上
し
て
い
る
。
そ
の
財
源
と
し
て
、

当
初
予
算
で
計
上
留
保
し
た
地
方
交

付
税
の
ほ
か
、
国
庫
支
出
金
や
地
方
債
、

財
政
調
整
基
金
等
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
編
成
し
た
。
具
体
的
に
は
、

① 

子
育
て
支
援
や
医
師
・
看
護
師
の

確
保
な
ど
、
喫
緊
の
課
題
に
対
応

す
る
事
業

② 

産
業
の
振
興
や
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備

な
ど
、
今
後
の
本
県
の
発
展
に
不
可
欠

な
事
業
を
は
じ
め
、「
医
療
・
福
祉
の
充

実
」「
く
ら
し
の
安
全
・
安
心
の
確
立
」

「
農
林
水
産
業
の
振
興
と
社
会
基
盤
づ

く
り
」
な
ど
各
分
野
に
わ
た
り
、「
く

ら
し
満
足
度
日
本
一
」
の
実
現
に
向
け

た
事
業
に
予
算
を
重
点
的
に
配
分
し
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

問　

競
技
会
場
周
辺
の
輸
送
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
等
の
経
費
負
担
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

東
京
都
外
の
会
場
周
辺
の
輸
送
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い
て
は
、
大

会
時
の
都
市
活
動
や
市
民
生
活
に
与

え
る
影
響
を
最
小
化
す
る
上
で
の
業

務
を
、
関
係
自
治
体
が
実
施
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

　

県
と
し
て
は
、
自
治
体
が
行
う
こ
れ

所
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
就
職
支
援
、

国
の
基
準
を
上
回
る
保
育
士
の
配
置

に
対
す
る
助
成
、
潜
在
保
育
士
の
掘

り
起
こ
し
事
業
な
ど
に
加
え
、
平
成

二
十
九
年
一
月
か
ら
は
修
学
資
金
等
貸

付
事
業
を
開
始
し
、
保
育
士
の
県
内

就
業
の
さ
ら
な
る
促
進
を
図
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
県
独
自
の
対
策
と
し
て
、
市

町
村
の
制
度
の
新
設
又
は
拡
充
を
要

件
と
し
、
民
間
保
育
士
の
給
与
月
額
に
、

県
と
市
町
村
が
連
携
し
て
二
万
円
を

基
準
に
上
乗
せ
す
る
補
助
制
度
を
創

設
す
る
こ
と
と
し
た
。
本
制
度
は
、
職

位
を
問
わ
ず
一
律
の
加
算
を
行
う
も

の
で
、
確
実
に
給
与
改
善
に
つ
な
が
り
、

県
内
へ
の
保
育
士
の
就
職
・
定
着
に
効

果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
、
保
育
現
場
を
支
え
る
保

育
士
の
確
保
・
定
着
の
た
め
、
市
町
村

と
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

看

護

職

員

問　

看
護
職
員
の
確
保
に
向
け
て
、
よ

り
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

平
成
二
十
九
年
度
は
、
県
内
で
の

就
業
を
希
望
す
る
看
護
学
生
に
貸
与

す
る
、
保
健
師
等
修
学
資
金
の
新
規

貸
付
枠
を
、
三
十
名
拡
大
し
、
既
存
分

と
合
わ
せ
五
百
九
十
名
と
し
た
。

　

平
成
二
十
八
年
三
月
卒
業
生
の
う

ち
、
修
学
資
金
を
貸
与
し
た
学
生
の

県
内
就
業
率
は
約
八
九
％
で
、
制
度
を

利
用
し
な
い
学
生
の
就
業
率
約
六
四

％
を
大
き
く
上
回
る
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
も
本
制
度
の
活
用
に
よ

り
看
護
学
生
の
県
内
就
業
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
定
着
促
進
や
再
就
業
対

策
な
ど
も
含
め
、
看
護
職
員
確
保
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

G

A

P

（
ギ
ャ
ッ
プ
）

問　

農
業
生
産
工
程
管
理
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
」

の
取
り
組
み
を
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

答　

農
業
者
が
Ｇ
Ａ
Ｐ
※

に
取
り
組
む
こ

と
は
、
適
正
な
在
庫
管
理
や
農
作
業
事

故
の
防
止
な
ど
、
効
率
的
な
農
業
経
営

の
確
立
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

推
進
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
指
導
者
の
育
成
、

農
業
者
に
対
す
る
研
修
会
の
開
催
、

認
証
取
得
に
必
要
と
な
る
経
費
の
支

援
な
ど
の
ほ
か
、
農
業
者
の
取
り
組

み
を
県
が
確
認
す
る
千
葉
県
版
Ｇ
Ａ

Ｐ
制
度
（
ち
ば
G
A
P
※

）
を
創
設
し
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
へ
の
農
産
物
供
給
や
、
国
際
的
に
通

用
す
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
取
得
の
支
援

を
行
っ
て
い
く
。

　

現
在
、
平
成
三
十
年
二
月
の
運
用
開

始
に
向
け
て
、
制
度
を
試
行
す
る
テ
ス

ト
産
地
の
選
定
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
も
、
農
業
者
の
理
解
を
得
な
が

ら
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
普
及
に
取
り
組
み
、
千
葉

県
農
業
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
。

※ 

G
A
P
…
農
業
生
産
活
動
を
行
う
上

で
必
要
な
関
係
法
令
等
の
内
容
に
即

し
て
定
め
ら
れ
る
点
検
項
目
に
沿
っ

て
、
農
業
生
産
活
動
の
各
工
程
の
正

確
な
実
施
、
記
録
、
点
検
及
び
評
価

を
行
う
こ
と
に
よ
る
持
続
的
な
改
善

活
動
の
こ
と
。

※ 

ち
ば
G
A
P
…
農
業
生
産
現
場
に
お

け
る
食
品
安
全
・
環
境
保
全
・
労
働

安
全
の
確
保
に
加
え
、
国
際
水
準

G
A
P
認
証
取
得
の
足
掛
か
り
に
な

る
よ
う
人
権
保
護
な
ど
の
項
目
を
オ

プ
シ
ョ
ン
と
し
て
定
め
た
県
独
自
の

新
基
準ア

ク
ア
ラ
イ
ン

通

行

料

問　

今
後
、ア
ク
ア
ラ
イ
ン
八
百
円
恒
久

化
を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

答　
「
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
割
引
」
の
継
続
に

よ
り
、
観
光
振
興
、
企
業
立
地
の
促
進
、

物
流
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
人

と
モ
ノ
の
流
れ
が
活
発
化
し
、
本
県
に

大
き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

県
と
し
て
は
、
圏
央
道
と
一
体
と
な
っ

て
、
本
県
全
体
に
さ
ら
な
る
経
済
効
果

を
波
及
さ
せ
る
た
め
、
国
及
び
東
日
本

高
速
道
路
株
式
会
社
に
、「
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
割
引
」
の
継
続
に
つ
い
て
要
望
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
通
行

料
金
八
百
円
の
継
続
に
努
め
て
い
く
。

ア
ク
ア
ラ
イ
ン

マ

ラ

ソ

ン

問　

平
成
三
十
年
度
の
開
催
に
向
け
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

「
ち
ば
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ

ン
」
は
、
青
い
海
と
空
に
囲
ま
れ
た

「
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
」
を
走
れ
る

こ
と
が
最
大
の
特
徴
で
あ
り
、
千
葉
の

魅
力
を
国
内
外
へ
発
信
す
る
な
ど
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
も
大
き
な
貢
献

を
果
た
し
て
き
た
。

　

現
在
、
平
成
三
十
年
秋
の
開
催
※

に

向
け
て
、
関
係
者
と
の
調
整
な
ど
、
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

関
係
す
る
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て

楽
し
め
る
、
心
に
残
る
す
ば
ら
し
い
大

会
を
目
指
し
、
「
チ
ー
ム
千
葉
」
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

※ 

平
成
三
十
年
十
月
二
十
一
日
開
催
決
定

犯
罪
被
害
者

支

援

問　

犯
罪
被
害
者
支
援
条
例
に
つ
い
て
、

現
行
条
例
の
見
直
し
、
あ
る
い
は
犯
罪

被
害
者
支
援
に
特
化
し
た
条
例
の
制

定
を
行
う
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

本
県
で
は
、
平
成
十
六
年
に
「
被

害
者
等
に
対
す
る
支
援
に
関
す
る
指

針
」
を
制
定
し
、
被
害
者
に
対
す
る
相

談
窓
口
の
紹
介
や
広
報
、
二
次
被
害
を

防
ぐ
た
め
の
啓
発
、
被
害
者
の
実
態
や

必
要
な
支
援
に
関
す
る
調
査
・
研
究
な

ど
、
犯
罪
被
害
者
支
援
に
関
す
る
県
の

施
策
を
詳
細
に
定
め
て
い
る
。

　

県
で
は
、
こ
の
指
針
を
基
に
各
種

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
が
、
近

年
、
犯
罪
被
害
者
を
取
り
巻
く
状
況

は
、
被
害
者
の
訴
訟
参
加
制
度
や
性

犯
罪
被
害
者
へ
の
対
応
強
化
な
ど
、
被

害
者
の
立
場
を
よ
り
重
視
す
る
方
向

へ
と
変
化
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後

「
指
針
」
の
見
直
し
の
検
討
を
進
め
る

中
で
、
条
例
見
直
し
の
必
要
性
に
つ
い

て
も
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

教
員
多
忙
化

問　

状
況
を
是
正
す
る
た
め
、
学
校
ご

と
に
個
別
的
に
改
善
を
求
め
る
な
ど
、

思
い
切
っ
た
手
立
て
が
必
要
だ
と
思

う
が
ど
う
か
。

答　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
運
動
部
活

動
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、

各
学
校
に
対
し
て
活
動
時
間
の
適
切

な
設
定
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
「
多

忙
化
対
策
検
討
会
議
」
に
お
い
て
も
、

部
活
動
休
養
日
の
設
定
等
、
業
務
改

善
の
進
め
方
を
各
学
校
に
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
九
年
一
月
に
は
、

国
の
通
知
を
踏
ま
え
、
各
学
校
の
実
情

に
合
わ
せ
た
適
切
な
活
動
時
間
や
休

養
日
の
設
定
に
つ
い
て
、
改
め
て
周
知

を
図
っ
た
。

　

現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
お
い
て
、
運

動
部
活
動
の
在
り
方
に
関
す
る
総
合

的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
県
教
育
委
員
会

と
し
て
も
、
国
の
動
き
を
踏
ま
え
つ
つ
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
な
ど
を
検
討
し

て
い
く
。

代
表
質
問
か
ら

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の

利
用
に
関
す
る
条
例

▽
千
葉
県
が
ん
対
策
推
進
条
例
及
び
住
民

基
本
台
帳
法
に
基
づ
く
本
人
確
認
情
報

の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例

▽
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

▽
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支

援
の
事
業
等
の
人
員
、設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

▽
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活

を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律

に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
等
の
人
員
、設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

▽
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を

総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ

く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

▽
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
総
合
研
究

所
営
農
用
地
整
備
事
業
特
別
徴
収
金

徴
収
条
例

◆
そ
の
他（
六
件
）

▽
契
約
の
変
更（
二
件
）

▽
財
産
の
取
得

▽
副
知
事
の
選
任
同
意

▽
監
査
委
員
の
選
任
同
意（
二
件
）

可
決
さ
れ
た
意
見
書

▽
森
林
環
境
税（
仮
称
）の
早
期
創
設
を

求
め
る
意
見
書

▽
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

に
関
す
る
意
見
書

▽
国
に
お
け
る
平
成
三
十
年
度
教
育
予

算
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

▽
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
の
抜
本

的
強
化
を
求
め
る
意
見
書

▽
警
察
官
の
増
員
に
関
す
る
意
見
書

▽
有
害
鳥
獣
対
策
の
一
層
の
拡
充
を
求

め
る
意
見
書

▽
ヒ
ア
リ
の
上
陸
を
許
さ
な
い
た
め
、コ

ン
テ
ナ
内
及
び
コ
ン
テ
ナ
か
ら
積
み

荷
を
取
り
出
し
た
地
域
を
徹
底
的
に

点
検
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

採
択
さ
れ
た
請
願

▽
新
井
総
合
施
設
株
式
会
社
君
津
環
境

整
備
セ
ン
タ
ー
第
Ⅲ
期
増
設
計
画
に

関
わ
る
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

可
決
・
同
意
さ
れ
た
議
案

◆
条
例
の
一
部
改
正（
十
一
件
）

▽
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

▽
千
葉
県
県
税
条
例

▽
千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務

の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例

▽
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例

▽
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
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問
　
平
成
三
十
年
一
月
に
行
わ
れ
る

国
民
保
護
実
動
訓
練
に
向
け
、

準
備
状
況
は
ど
う
か
。

答　

平
成
三
十
年
一
月
の
実
動
訓
練

を
念
頭
に
、
平
成
二
十
九
年
五
月

に
実
施
し
た
図
上
訓
練
の
結
果
を

踏
ま
え
、
国
、
千
葉
市
、
消
防
、
警

察
、
自
衛
隊
な
ど
の
関
係
機
関
と
訓

練
項
目
や
シ
ナ
リ
オ
な
ど
に
つ
い
て
、

よ
り
実
践
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
、

調
整
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
に

は
、
県
民
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を

開
催
し
、
国
民
保
護
に
関
す
る
啓
発

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

問
　
ち
ば
野
菊
の
里
浄
水
場
第
二

期
施
設
整
備
事
業
の
全
体
像
は
ど

う
か
。

答　

高
度
浄
水
処
理
の
導
入
、
緊
急

時
対
策
、
環
境
対
策
等
に
配
慮
し
た

施
設
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

施
設
の
完
成
に
よ
り
、
第
一
期
施

設
と
合
わ
せ
、
日
量
二
十
四
万
六
千

立
方
メ
ー
ト
ル
の
給
水
能
力
と
な
り
、

松
戸
市
、
市
川
市
及
び
船
橋
市
に

居
住
の
約
七
十
万
人
に
、
よ
り
安
全

で
お
い
し
い
水
を
安
定
し
て
届
け
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。

問
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
た
め

に
は
、
免
疫
力
を
高
め
る
な
ど
の

総
務
防
災
常
任
委
員
会

総
合
企
画
水
道
常
任
委
員
会

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

努
力
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

　
ま
た
、
保
健
所
等
の
役
割
も
重
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

季
節
性
と
新
型
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
共
通
す
る
予
防
対
策
と
し

て
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
重
視
や
具
合

の
悪
い
場
合
は
休
む
な
ど
、
通
常
の

か
ぜ
と
同
様
の
対
応
が
必
要
と
な
る
。

　

各
保
健
所
で
は
、
医
療
機
関
、
社

会
福
祉
施
設
、
教
育
機
関
に
対
し
、

予
防
対
策
の
重
要
性
に
つ
い
て
啓
発

を
行
っ
て
い
る
。

問
　
外
来
種
特
別
対
策
事
業
に
お

け
る
キ
ョ
ン
の
生
息
状
況
調
査
と

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
ま
た
、
捕
獲
強
化
は
、
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
。

答　

捕
獲
し
た
キ
ョ
ン
に
発
信
機
を

装
着
し
、
一
年
間
に
渡
り
行
動
調
査

を
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
キ
ョ
ン
に
適
し
た
捕
獲
方

法
を
研
究
す
る
と
と
も
に
、
捕
獲
期

間
を
延
長
し
て
集
中
的
な
捕
獲
を

行
う
。

問
　
中
小
企
業
に
お
け
る
事
業
承

継
の
準
備
を
早
期
に
進
め
る
た
め
、

県
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

答　

平
成
二
十
九
年
度
か
ら
新
た

に
、
（
公
財
）
千
葉
県
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
や
金
融
機
関
、
商
工
団
体

等
と
連
携
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

す
る
な
ど
、
事
業
承
継
が
早
期
か
つ

円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
支
援
し
て

い
く
。 環

境
生
活
警
察
常
任
委
員
会

商
工
労
働
企
業
常
任
委
員
会

問
　
国
に
よ
る
米
の
生
産
数
量
目

標
の
配
分
が
平
成
三
十
年
産
以
降

な
く
な
る
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

国
が
示
す
本
県
産
米
の
需
要
量

や
、
各
市
町
村
が
把
握
し
て
い
る
需

要
量
を
勘
案
し
た
生
産
の
目
安
と
な

る
数
値
を
、
千
葉
県
農
業
再
生
協
議

会
か
ら
、
市
町
村
の
協
議
会
に
示
す

こ
と
に
よ
り
、
引
き
続
き
、
需
要
に

応
じ
た
米
生
産
を
推
進
し
て
い
く
。

問
　
予
算
の
早
期
執
行
に
向
け
、
部

と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
。

答　

県
土
整
備
部
独
自
の
取
り
組
み

と
し
て
、
繰
越
予
算
を
含
め
た
当
初

予
算
に
対
し
、
上
半
期
八
割
執
行
の

目
標
を
設
定
し
た
。

　

六
月
補
正
予
算
に
つ
い
て
も
予
算

成
立
後
に
目
標
設
定
し
、
出
先
機
関

と
本
庁
で
構
成
す
る
「
公
共
事
業
進

行
管
理
調
整
会
議
」
な
ど
で
の
進
捗

管
理
や
意
見
交
換
等
を
通
じ
、
計
画

的
な
早
期
執
行
に
努
め
る
。

問
　
第
二
次
千
葉
県
特
別
支
援
教

育
推
進
基
本
計
画
で
ふ
や
す
こ
と

と
さ
れ
る
、
「
総
合
的
な
機
能
を
有

す
る
特
別
支
援
学
校
」
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

答　

知
的
障
害
だ
け
に
対
応
し
て
い

る
学
校
を
、
知
的
障
害
と
肢
体
不

自
由
な
ど
、
二
つ
以
上
の
障
害
種
に

対
応
で
き
る
学
校
と
し
た
り
、
小
・

中
学
校
の
通
常
の
学
級
に
在
籍
す

る
障
害
を
も
つ
児
童
生
徒
が
、
そ
の

農
林
水
産
常
任
委
員
会

県
土
整
備
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

障
害
に
応
じ
て
、
通
級
に
よ
る
指
導

を
受
け
ら
れ
る
学
校
な
ど
に
し
た

り
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
学
校
を
県
全
域
に
位

置
づ
け
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
障
害

の
あ
る
子
ど
も
が
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
居
住
地
に
近
い
と
こ
ろ
で
支
援
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。

各
常
任
委
員
会
の

主
な
質
疑
か
ら

平成29年9月定例県議会　会期及び議事・委員会予定（素案）

月　　日 議事・委員会予定 開議予定時間
9月14日（木）開会日 TV 午前１０時～
21日（木）質疑並びに一般質問 TV 〃
22日（金）　　　〃 TV 〃
25日（月）　　　〃 TV （AMのみ） 〃
26日（火）　　　〃 〃
27日（水）　　　〃 〃
28日（木）　　　〃 〃

10月2日（月）常任委員会(健康福祉、文教) 〃
3日（火）　　　〃　(総合企画水道、商工労働企業) 〃
4日（水）　　　〃　(環境生活警察、県土整備) 〃
5日（木）　　　〃　(総務防災、農林水産) 〃
11日（水）閉会日 午後1時～

※本案はおおむねの日程であり、招集日前の議会運営委員会で協議されます。

…「チバテレビ」での生放送（手話通訳つき）があります。ぜひご覧ください。TV

千葉県議会ホームページ
県議会情報を掲載しています。ぜひご覧ください。

主な掲載内容
○県議会議員の紹介　○傍聴のご案内
○インターネット中継（ライブ・録画）
○会議録検索　○会議の概要
○議会図書室の利用案内
インターネット中継
本会議及び予算委員会のもようを過去3年分視聴できます。
（スマートフォン・タブレット端末でも視聴可）

常任委員会委員
委 員 会 名 総務防災 総合企画水道 健康福祉 環境生活警察 商工労働企業 農林水産 県土整備 文　　教
定数／現員 12／12 12／11 12／12 12／12 12／12 11／10 12／12 12／12

委　員　長 中村　　実
（自民党）

五十嵐博文
（自民党）

實川　　隆
（自民党）

中沢　裕隆
（自民党）

石井　一美
（自民党）

三沢　　智
（自民党）

小路　正和
（自民党）

斉藤　　守
（自民党）

副 委 員 長 林　　幹人
（自民党）

松下　浩明
（自民党）

伊藤　昌弘
（自民党）

鈴木　　衛
（自民党）

伊豆倉雄太
（自民党）

木下　敬二
（自民党）

瀧田　敏幸
（自民党）

山本　義一
（自民党）

委
　
　
　
　
員

自　民　党

浜田　穂積
佐藤　正己
木名瀬捷司
石毛　之行
関　　政幸

本清　秀雄
本間　　進
阿井　伸也
武田　正光

伊藤　和男
川名　寛章
石橋　清孝
佐野　　彰
戸村　勝幸

河上　　茂
山中　　操
信田　光保
江野澤吉克

小高　伸太
阿部　紘一
田中　宗隆
臼井　正一
今井　　勝

酒井　茂英
宍倉　　登
大松　重和
坂下しげき

宇野　　裕
鈴木　昌俊
西田三十五
鶴岡　宏祥
森　　　岳

𠮷本　　充
中台　良男
小池　正昭
茂呂　　剛

民　進　党

田中　信行
網中　　肇

横堀喜一郎
天野　行雄
矢崎堅太郎
守屋　貴子

河野　俊紀
礒部　裕和

竹内　圭司
野田　剛彦
鈴木　陽介

石井　宏子
鈴木　　均

石井　敏雄
中田　　学

髙橋　　浩
松戸　隆政

安藤じゅん子
大﨑　雄介

公　明　党 田村　耕作 塚定　良治 赤間　正明 藤井　弘之 仲村　秀明 秋林　貴史 阿部　俊昭 横山　秀明
共　産　党 寺尾　　賢 三輪　由美 丸山　慎一 岡田　幸子 加藤　英雄
市　社　無 山本　友子 ふじしろ政夫 入江　晶子 小宮　清子
千　翔　会 水野　友貴 谷田川充丈
一 人 会 派
無所属議員

プリティ長嶋
（県民声）

岩井　泰憲
（いんば）

川名　康介
（無所属議員）

（平成29年7月12日現在）

議会運営委員会委員
定数／現員 16／16

委員長 山中　　操
 （自民党）

副委員長 西田三十五
 （自民党）

委 員

今井　　勝
林　　幹人
斉藤　　守
石井　一美
（自民党）

大松　重和
山本　義一
坂下しげき
戸村　勝幸

田中　信行
松戸　隆政
（民進党）

横堀喜一郎
野田　剛彦

横山　秀明（公明党）

丸山　慎一（共産党）

委員外
議　 員

入江　晶子（市社無）
水野　友貴（千翔会）
プリティ長嶋（県民声）
岩井　泰憲（いんば）
川名　康介

（平成29年7月12日現在）

議会において選任同意された委員・選出された議員

監査委 員 君津広域水道企業団
議会議員

千葉県競馬組合
議会議員

中台　良男 （自民党）
石井　宏子 （民進党） 𠮷本　　充 （自民党） 中村　　実 （自民党）

（平成29年7月12日現在）



ちば県議会だより  平成29年［2017年］8月5日（土曜日）

「ちば県議会だより」は、新聞折り込みのほか、県庁総合案内、地域振興事務所・県立図書館・博物館などの県の施設、市役所・町村役場などで入手できます。

▼
救
急
医
療
体
制

▼
鉄
道
問
題

▼
港
湾

▼
道
路
問
題

▼「
地
方
公
会
計
」の
導
入
の
準
備
状
況

▼
重
症
心
身
障
が
い
児
・
者
の
実
態

調
査

▼
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
推
進

▼
千
葉
の
魅
力
発
信

▼
都
心
直
結
線

▼
A
E
D
普
及
の
基
本
計
画

▼
教
育
問
題

▼
千
葉
県
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る

条
例

▼
新「
千
葉
県
総
合
計
画
」等

▼
テ
ロ
対
策

▼
が
ん
医
療
等
に
お
け
る
ゲ
ノ
ム
に

関
す
る
取
組
み

▼
災
害
対
策

自民党

佐
さ

野
の

　彰
あきら

 議員
（千葉市中央区）

六
月
二
十
三
日（
金
）

公明党

阿
あ

部
べ

　俊
とし

昭
あき

 議員
（柏　市）

自民党

瀧
たき

田
た

　敏
とし

幸
ゆき

 議員
（印西市）

民進党

河
こう

野
の

　俊
とし

紀
のり

 議員
（千葉市美浜区）

▼
障
が
い
者
施
策

▼
け
や
き
プ
ラ
ザ

▼
指
定
廃
棄
物

▼
I
C
T
教
育
の
環
境
整
備
と
充
実

▼
浄
化
槽
の
法
定
検
査

▼
上
下
水
道
料
金
の
徴
収
一
元
化

▼
空
き
家
対
策

▼
コ
ン
テ
ナ
貸
し
倉
庫

▼
県
立
大
原
高
校

▼
海
岸
津
波
対
策
に
お
け
る
九
十
九
里

有
料
道
路
の
堤
防
か
さ
上
げ

▼
成
田
空
港
ミ
ニ
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

▼
有
害
鳥
獣
対
策

▼
有
害
鳥
獣
問
題

▼
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク

▼
道
路
問
題

▼
河
川
の
堆
積
土
砂

▼
拉
致
問
題

▼
防
災
対
策

▼
教
育
問
題

▼
千
葉
県
文
書
館

千翔会

水
みず

野
の

　友
ゆう

貴
き

 議員
（我孫子市）

自民党

山
やま

中
なか

　操
みさお

 議員
（千葉市若葉区）

六
月
二
十
六
日（
月
）

自民党

小
こう

路
じ

　正
まさ

和
かず

 議員
（いすみ市）

自民党

江
え

野
の

澤
さわ

　吉
よし

克
かつ

 議員
（袖ケ浦市）

自民党

中
なか

村
むら

　実
みのる

 議員
（船橋市）

▼（
仮
称
）三
郷
流
山
橋

▼
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
八
輌
化

▼
県
立
市
野
谷
の
森
公
園

▼
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
活
用
し
た
教
育
の
推
進

▼
成
田
国
際
空
港
の
更
な
る
機
能
強
化

▼
成
田
空
港
活
用
協
議
会

▼
北
千
葉
道
路

▼
県
営
住
宅

▼
基
金
の
繰
替
運
用

▼
債
権
管
理

▼
契
約
に
お
け
る
特
例
措
置

▼
女
性
・
子
ど
も
施
策

▼
食
品
ロ
ス

▼
防
災
対
策

▼
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

▼
温
暖
化
対
策
と
石
炭
火
力
発
電

▼
介
護
人
材
確
保

▼
お
泊
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

▼
幕
張
総
合
高
校
の
入
試

自民党

武
たけ

田
だ

　正
まさ

光
みつ

 議員
（流山市）

自民党

小
こ

池
いけ

　正
まさ

昭
あき

 議員
（成田市）

六
月
二
十
七
日（
火
）

民進党

田
た

中
なか

　信
のぶ

行
ゆき

 議員
（千葉市若葉区）

民進党

守
もり

屋
や

　貴
たか

子
こ

 議員
（市川市）

市民ネット・社民・無所属

小
こ

宮
みや

　清
きよ

子
こ

 議員
（流山市）

▼
君
津
市
周
辺
の
観
光
振
興

▼
地
域
ぐ
る
み
の
イ
ノ
シ
シ
対
策

▼
河
川
の
環
境
整
備

▼
教
員
勤
務
実
態
調
査

▼「
県
内
水
道
の
統
合
・
広
域
化
」と

「
汚
水
処
理
」

▼
国
家
戦
略
特
区
成
田
市「
国
際
医
療

福
祉
大
学
医
学
部
」

▼「
地
域
医
療
構
想
」と
次
期「
千
葉
県

保
健
医
療
計
画
」

▼
千
葉
の
道（
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
県
民
の
命
を
守
る
医
療
体
制
の
充
実

▼
県
民
の
生
活
を
守
り
、向
上
さ
せ
る

た
め
の
行
政
課
題

▼
千
葉
県
の
農
林
水
産
業

▼
保
育
士
の
確
保

▼
雑
品
ヤ
ー
ド
対
策

▼
高
滝
ダ
ム

▼
国
内
外
旅
行
客
の
県
内
観
光

▼
廃
校
に
な
っ
た
学
校
の
有
効
活
用

民進党

石
いし

井
い

　宏
ひろ

子
こ

 議員
（君津市）

自民党

阿
あ

井
い

　伸
しん

也
や

 議員
（大網白里市）

六
月
二
十
八
日（
水
）

自民党

坂
さか

下
した

 しげき 議員
（市川市）

自民党

伊
い

豆
ず

倉
くら

　雄
ゆう

太
た

 議員
（市原市）

▼
第
四
次
D
V
防
止
・
被
害
者
支
援

基
本
計
画

▼
子
ど
も
の
医
療
、保
健
対
策
の
充
実

▼
千
葉
県
障
害
児
等
療
育
支
援
事
業

▼
交
通
安
全
施
設
の
充
実

▼
行
政
改
革

▼
千
葉
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
育
成

▼
周
産
期
医
療
・
在
宅
医
療

▼
教
育
問
題

自民党

今
いま

井
い

　勝
まさる

 議員
（我孫子市）

自民党

阿
あ

部
べ

　紘
こう

一
いち

 議員
（千葉市稲毛区）

質
問
項
目
は
、主
な
項
目
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
の
項
目
は
、千
葉
県
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

　予算委員会が6月30日（金）と
7月3日（月）の2日間開催され、平
成29年6月補正予算案とこれに関
係する議案について、横断的かつ
多角的に審査が行われ、活発な議
論が展開されました。

予　算　委　員　会

委 員 長 西田三十五（自民党）
副委員長 木下　敬二（自民党） 鈴木　　衛（自民党）

委　　員

山中　　操（自民党） 佐野　　彰（自民党）
江野澤吉克（自民党） 松下　浩明（自民党）
山本　義一（自民党） 中沢　裕隆（自民党）
坂下しげき（自民党） 五十嵐博文（自民党）
中村　　実（自民党） 戸村　勝幸（自民党）
茂呂　　剛（自民党） 矢崎堅太郎（民進党）
網中　　肇（民進党） 鈴木　　均（民進党）
守屋　貴子（民進党） 大﨑　雄介（民進党）
赤間　正明（公明党） 塚定　良治（公明党）
寺尾　　賢（共産党） ふじしろ政夫（市社無）
谷田川充丈（千翔会） プリティ長嶋（県民声）
岩井　泰憲（いんば）

6月定例県議会 知事あいさつ

●成田空港の機能強化
成田空港の更なる機能強化については、昨年9月
以降、100回以上にのぼる住民説明会が開催され、
住民の皆様から、夜間飛行制限の緩和の見直しや航
空機落下物の抜本的対策、空港周辺の地域振興策な
どについて、多くの意見が寄せられたところです。
こうした意見を踏まえて、去る5月11日に私と地
元市町長の皆様で国土交通大臣と空港会社社長を
訪れ、住民の意見に対する具体的な検討を行うよう
要請しました。
こうした要請を受け、今月12日に開催された四者
協議会においては、国・空港会社から、夜間飛行制限
の緩和や環境対策の拡充など機能強化策の見直し
案が提案されるとともに、県からも、落下物対策とし
ての成田空港周辺地域独自の対策の創設や地域づ
くりについて提案したところです。
先日、私自身、空港周辺を視察し、地元の方々と直
接意見交換を行い、改めて地域住民の生活環境への
配慮が重要であることを実感したところです。
県としても、今回提案のあった内容について、地域
住民の方々に丁寧に説明し、理解と協力を得られる
よう努めてまいります。

●北千葉道路
北千葉道路については、昨年12月、千葉県道路協
議会において、市川から船橋の小室インターチェン
ジまでの西側区間について、早期整備を図るため、有
料道路事業制度を活用した自動車専用道路として
整備することが確認されたところです。
私は、今月2日に、北千葉道路建設促進議員連盟や
沿線7市の皆様とともに、石井国土交通大臣と面会

し、北千葉道路の早期直轄事業化や都市計画・環境
アセスメント手続着手への協力などを要望してまい
りました。
議員連盟や沿線市の皆様のお力添えもあり、石井
大臣からは、県が都市計画・環境アセスメント手続
に着手できるよう国が協力するとともに、国直轄事
業と有料道路事業の合併施行の計画とすることに
ついて合意を図りたいなど、大変前向きな言葉をい
ただき、早速、9日に開催された千葉県道路協議会に
おいて、こうした方針を国、県、高速道路会社などで
確認したところです。
県としては、早期事業化に向け、速やかに手続に着
手できるよう、国や沿線市と連携して取り組んでま
いります。

その他、平成29年度補正予算案、各種条例案など
議案についての概要説明がありました。
知事あいさつの全文は、県ホームページでご覧に
なれます。
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